
 

 

 

令和７年 11 月  塩沢学校給食センター  

朝晩の寒さも厳しくなり、長引いた暑さも少しずつ落ち着いてきました。朝晩の寒暖差によって

体調を崩さないように、バランスの良い食事、適度な運動、しっかり休養の 3つを意識し、元気に

過ごしましょう。 

（ご家庭でお子さんと一緒にお読みください） 

食べ物を大切にいただきましょう 

 秋も深まり、昔から日本人にとって重要な穀物であるお米をはじめ、大豆やそば、里いもなど、さまざまな

作物が収穫時期を迎えています。各地で収穫を祝うお祭りが開催され、11月 23日には「新嘗祭」という伝統

的な宮中行事が行われます。この日は「勤労感謝の日」として国民の祝日になっていますが、食べることは、

たくさんの人の勤労に支えられていることを忘れずに。日々の食事を大切にいただきましょう。 

 

 

   

 

 

 

 

 

給食を通して         の良さを知ろう 

 地産地消とは、地域で生産された農林水産物を、その地域で消費する取組です。学校給食では、地域でとれ

た「地場産物」を活用することで、地域の産業や食文化への理解を深め、地域への愛着を育むとともに食料自

給率といった課題に目を向ける機会にしたいと考えています。11 月の「米飯給食、地場産給食推進月間」に

合わせて、塩沢学校給食センターでは 11月 13日に「キラッと南魚沼産☆地場もん献立」を実施します。地元

で生産されている食材を積極的に取り入れた献立を味わい、私たちの住む地域の恵みについて学び、地域の良

いところをたくさん知ってもらいたいと思います。 

 
  

 

 

地産地消の良さとは？ 

新鮮な旬の味覚を 

味わうことができる 

作っている人の顔がわかり、 

安心感が得られる 

地域内で資金が還元され、 

地域経済の活性化につながる 

農業が活性化することで農地が保全され、 

景観の維持や洪水の防止につながる 

SDGs（持続可能な開発目標）の 

達成に貢献できる 

運ぶ距離が短くなり、エネルギーや 

CO₂排出量が削減でき、 

環境に優しい 

いただきます！ 

ごちそうさまでした！ 

生産者の人 
食べ物を運ぶ人 

料理を作る人 

献立を作る人 

食事を支える 

人たち 


